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ネガティブなニュースは圧倒的に人々の耳に入りやすい。 一方で、 物事が良くなってもそのこ

とを知る機会は少ない。 結果、 世界について人々は実際よりも悪いイメージを抱くようになる。

話題作 『ファクトフルネス』 （ハンス ・ ロスリング、 オーラ ・ ロスリング、 アンナ ・ ロスリング ・

ロンランド　著 2019 年　日経 BP 社　より引用） では、 これを人間が間違える本能のひとつとし

て 「ネガティブ本能」 と名付けている、 と週刊東洋経済の特集で解説されていた。

北京の空気って汚いんでしょ？

普段、 中国で生活していると、 世の中は 「ネガティブ本能」 に溢れていると思うことがとかく

多い。 例えば、 「PM2.5」。 北京の大気汚染については多くの方から未だに心配される。 たし

かに数年前の一時期、 PM2.5 の悪化のため繋いだリードの先の飼い犬が見えないという話が

あったが、 今ではそんなことはない。

PM2.5 が激しかった頃、 昼間でも有害物質で暗くなった空に通行人は厳重なマスクをして

いるという北京からのニュース画像をご記憶の方も多いと思う。 しかし、 現在のように空気がま

あまあ程度に綺麗になってもニュース素材としての価値は乏しいので、 ほとんど報道されること

はない。 このあたりは人間のネガティブ本能の問題というより、 極端な事象でないとニュースに

ならないことと強く関係していると思う。

衝突事故イメージが強い中国の高速鉄道

では 2011 年に起きた温州高速鉄道衝突事故についてはどうだろうか。 当局が事故車両を

早々に埋めたあの事故 ・ 事件である。 事故そのものよりも、 事故車両を埋めるという対応が、

世界中を仰天させた。 以降、 中国の高速鉄道＝危険＝不可解な対応という印象を持ってい

る人は多い。 私も中国に赴任するまでそう思っていた。

しかし、 現在、 私は中国国内の出張等で高速鉄道を利用する機会が多いが、 飛行機より

も安く、 時間に正確で非常に快適である。 高架から宙ぶらりんになった事故車両映像は、 頻

繁に高速鉄道を利用していると薄れていくが、 利用していない人には事故のイメージが留まり
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続けるように思う。 「ネガティブ本能」 の典型例だと思う。

PM2.5、事故車両埋めた事件、毒入り餃子、ニセ草間弥生・・・

トンデモない事象ほどニュースとして報じられやすく、人間には 「ネガティブ本能」 が備わっ

ているという現実をきちんと認識する必要がある。 つまり 「ネガティブ本能」 というフィルターを

取り除いてファクトを見ていかないと、 現実を見誤るということである。 特にビジネスに関しては

そうである。

中国の高速鉄道は一日平均で約 460 万人の輸送客数というから日本の新幹線のだいたい

4 倍ぐらいの運行実績となっている。 食品安全については元々不信感が根強いため、 最近の

食品工場、 厨房では神経質なほど安全 ・衛生管理が厳格になっているところが増えている。

ロボット導入でコンダクトリスク対策

中国ではロボットが厨房でトレーへの食材取り分け、 フロアー配膳なども行う 「スマートレスト

ラン」 と呼ばれる店が人気。 人気火鍋チェーンのスマート事業関係者から説明を受けて驚い

た。 「ロボット導入の目的は人手不足対策ではない。 スタッフに食材への接触機会を極限まで

削減し、 人間の 「故意」 による食品事故を極小化するがスマート化の目的」 だと。

そういえば日本からのニュースで 「バイトテロ」 などという全く理解不能なものが多いのだが、

この類のニュースも 「ネガティブ本能」 のフィルターを外して考えないといけないのだろうか。
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